
指定管理者制度管理運営評価シート
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①事業実績

②管理経費

③評価

（評価理由）

再委託費用の見直しや交換可能な個所をＬＥＤ照明に交換するなどの対策で電気料等経費の節減に努めている。会計処理
は口座を区別し適切に行われている。

適切な会計管理・
手続き

収入金を区分し、適切に管理を行っているか

8 5 8.0指定管理業務に関して口座を分け、適正な会計処理がなされ
ているか

（評価理由）

接客研修の実施や来館者アンケートから接客のスキルアップを積極的に行っている。また、職場アンケート等により業務改善
に役立てているが利用者の増加に結びついていないため、類似施設等の視察などによるアイディアも必要と考えられる。来館
者アンケートは毎日確認し迅速に対応しているが、来館者の要望や意向が聴収しやすいような工夫も必要。自主事業は積極
的に実施し好評を得ており評価できる。

収
支
計
画
・
実
績

効果的・効率的な
支出

計画に基づく適正な支出が行われているか

10 5 10.0支出に見合う効果は得られているか

経費縮減の具体的な取り組みはされているか

自主事業の実施
状況

利用者へサービス向上につながる自主事業を実施しているか
4 4 3.2

利用者のニーズを踏まえた自主事業を実施しているか

利用者の意見・要
望への対応

利用者アンケート等を適切に実施・分析し、利用者ニーズの把
握に努め、満足度向上のための具体的な取り組みに反映して
させているか 8 4 6.4

利用者からの苦情や意見に対して、迅速かつ適切に対応して
いるか

10.0サービス向上、利用促進への具体的な取り組みがされている
か

利用者への情報提供を適時かつ十分に行っているか

業務改善による
サービス向上

事業計画とサービス提供に差異が生じている場合、原因究明
に必要な取り組みがなされているか

10 4 8.0
業務改善が必要な場合、現状分析、課題把握、改善策の検討
と実施が行われ、効果が表れているか

市民および観光客に対して村上の歴史や文化を広く紹介し、市民に親しまれる公の施設として、スタッフ一体となって取り組
んでいる。また、来館者アンケートの実施により利用者の意向把握に努め施設の運営を行っているが、入館者数は昨年に比
べ約994人ほど減少している。今後ともＰＲ方法や展示企画の工夫に取り組む必要があると考えられる。

サ
ー

ビ
ス
向
上
及
び
業
務
改
善

適切なサービスの
提供

提供すべきサービスが仕様書や事業計画に基づいて適切に
提供されたか

10 5

利用者の立場に立ち、公の施設として市民の平等な利用を確
保する運営を行っているか

（評価理由）

管
理
運
営
基
本
方
針

基本方針の理解・
周知

公の施設としての性格や管理運営の基本方針を理解し、利用
者やスタッフへ周知しているか

10 4 8.0

分類 項目 着眼点 配点 評価段階 評価点

差引 ▲ 78 ▲ 39 252 135

計 50,401 48,922 51,166 150,489

12,285 12,448 12,389 37,122

自主事業費 439 352 359 1,150

（うち修繕費） 738 1,107 617 2,462

（うち人件費） 25,206 23,959 25,954 75,119

（うち光熱水費） 4,527
支
出

管理経費 49,962 48,570 50,807 149,339

4,026 3,757 12,310

（うち委託料）

計 50,323 48,883 51,418 150,624

723

その他 86 59 417 562 頒布品売上

149,339

利用料金

（28年度）

収
入

指定管理料 49,962 48,570 50,807

自主事業収入 275 254 194

サービス向上の取り組み
接客研修等への参加、ホームページを毎日更新、関係課職員による改善案の提示及び特別展開催、若
林家住宅での玉こんにゃくや歴史文化館でのコーヒーの提供

区分
前々年度 前年度 当該年度

合計 備考
（26年度） （27年度）

指定期間 平成24年4月1日～平成29年3月31日（5年） 評価者（課長） 板垣敏幸

利用実績
郷土資料館・若林家住宅・村上歴史文化館入館者数28,102人、三の丸記念館利用者数4,385人、武家住
宅入館者数9,301人

施設名称 村上市郷土資料館　他8施設 評価対象年度 平成 年度

指定管理者名 公益財団法人　イヨボヤの里開発公社 所管課 生涯学習課



分類 項目 着眼点 配点 評価段階 評価点

記入要領
・「評価段階」は5段階（5～1）により評価を行うこと。
・「評価点」は、配点に以下の評価段階による係数を乗じて算出すること。

・「評価ランク」については、評価点合計により以下のとおりとする。
評価ランク区分
S 95.0以上
A 80.0以上95.0未満
B 60.0以上80.0未満
C 60.0未満

2 0.4
1 0.2

5 1.0
4 0.8
3 0.6

⑤管理運営に対する全体的な評価

施設管理や利用者への対応については適切に行われており、利用者アンケートでも良好な結果が得られている。施設運営やＰＲでは
おおむね良好な結果と評価されるが、市民の要望や歴史・文化の振興に寄与する展示企画や講座の開催を実施し、利用者の増加に
向けて取組を進めてもらいたい。

⑥次年度の管理運営に対する指導事項等

今後とも適切な施設管理と親切丁寧な応対を心がけ、利用者に安全で喜んでもらえるように運営をお願いしたい。年々利用者が減少し
ていることからＰＲ方法や展示企画について検討するとともに、貴重な資料の保存や郷土史の伝承拠点となるよう施設運営に取り組んで
もらいたい。

評価段階 評価点係数

（評価理由）

日常的に職員による巡視等により施設の設備点検や警備を適切に行っているが、消防設備等の使用頻度が低い設備につい
ても点検頻度を増やす必要がある。また、防犯対策については、建物だけでなく敷地内全体（郷土資料館を除く）の防犯シス
テムを考えていく必要がある。備品や消耗品の管理は適切に行われている。

④総合評価

評価点合計 88.0 評価ランク A

4 3.2

備品管理
設備・備品の整備や整頓、利用者使用する消耗品等の補充が
適切に行われているか

4 4 3.2

人員配置については各人の適正に応じて効率的に配置され、各施設とも適切に管理されているが、将来の人材育成や博物館学芸員の雇用
について検討をお願いしたい。年1回防災訓練を実施しているが、今後は犯罪や事件等への対応についても強化する必要があるものと思わ
れる。個人情報に関わる受託資料等の公開については、所有者情報を非公開とし、個人情報を扱うパソコンにはセキュリティーソフトを導入
し、ウイルス等によるデータの流出防止の措置をとり適切に対応している。

適
正
な
業
務
実
施

施設・設備の保守
管理

安全な利用に支障をきたすことのないよう、施設・設備の保守
点検や整備等を適切に実施しているか

8 3 4.8

警備業務
施設内及び敷地内の警備が適切に行われ、事件・事故、犯罪
等の未然防止に役立っているか

4

コンプライアンス
個人情報保護、その他の法令順守のルール（規則・マニュア
ル等）と管理・監督体制が整備され、適切な運用がなされてい
るか

4 5 4.0

（評価理由）

担当者のスキル
アップ

業務知識や安全管理、コンプライアンスに関する研修が定期
的に行われ、スタッフのスキルとして浸透しているか

4 5 4.0

安心・安全への取
り組み

事件・事故、犯罪、災害から利用者を守ることができる適切な
安全管理体制となっているか（人員配置、マニュアル、訓練等）

4 5 4.0

4 5 4.0

再委託管理
再委託先との連携調整が適宜・適切に行われ、業務の履行に
ついても適切な監視・確認がなされているか

4 5 4.0

組
織
管
理
体
制

適切な人員配置
必要な人員（人数・有資格者等）が必要な場所に適切に配置
されているか

4 4 3.2

連絡・連携体制
定期または随時の会議等によって所管課との連絡・連携が十
分に図られているか


